
天
保
元
年（
１
８
３
０
）
５
月
、
日

置
領
主
島
津
久ひ

さ
か
ぜ風

の
第
５
子
と
し
て

誕
生
。
安
政
２
年（
１
８
５
５
）、
26
歳

の
と
き
に
桂
久ひ

さ
あ
き
ら徴

の
養
子
と
な
り
ま

す
。
同
４
年
に
藩
に
初
め
て
出
仕
。

数
々
の
藩
の
要
職
を
務
め
、
慶
応
元
年

（
１
８
６
５
）に
は
、家
老
に
ま
で
上
り

詰
め
ま
す
。そ
し
て
、国
父（
藩
主
の
父
）

島
津
久ひ

さ
み
つ光
に
許
さ
れ
沖お

き
の

永え

良ら

部ぶ

島
か
ら

帰
国
し
た
西
郷
と
共
に
、
倒
幕
に
向
け

て
突
き
進
ん
で
い
き
ま
す
。

明
治
３
年（
１
８
７
０
）４
月
に
鹿
児

島
藩
権ご

ん
の

大
参
事（
現：臨
時
的
副
知
事
）、

９
月
大
参
事
と
な
り
、
西
郷
と
共
に
鹿

児
島
藩
政
を
掌
握
し
活
躍
し
ま
し
た
。

明
治
４
年
12
月
、都
城
県
参
事
と
な
り
、

後
世
の
人
材
育
成
な
ど
の
指
針
と
も
な

る「
３
箇
条
」を
残
し
ま
し
た
。

た
と
な
っ
て
支
え
た
桂
は
、
廃
藩
置
県

後
に
生
ま
れ
た
都
城
県
の
参
事（
現：知

事
）を
務
め
た
人
物
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
歴
史
上
で
脚
光
を
浴
び

る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
桂
。今
回
、幕
末

か
ら
維
新
期
の
桂
の
活
躍
や
人
物
像
か

ら
、
現
代
の
私
た
ち
が
習
う
べ
き
桂
の

「
教
え
」に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
報
課

☎
23

－

３
１
７
４

一
．
朝ち

ょ
う

旨し

を
尊
奉
す
る
こ
と

二
．
学
業
に
勉
励
し
人
材
を
教
育
す
べ
き
こ
と

三
．
民
事
を
勧
興
し
県
内
を
富
ま
す
べ
き
こ
と

華
麗
な
る
経
歴
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明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
と
な
る
今

年
は
、
か
つ
て
の
動
乱
期
を
振
り
返
り

学
ぶ
企
画
が
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、大
河
ド
ラ
マ「
西せ

郷ご

ど

ん
」の
放
送
を
機
に
、南
九
州
で
も
企
画

展
な
ど
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
本

市
で
も
、
都
城
島
津
邸
な
ど
で
の
特
別

展
や
、
西
郷
隆
盛
の
ひ
孫
西
郷
隆
夫
さ

ん
な
ど
を
講
師
に
迎
え
た
歴
史
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
明
治
維
新
の
立
役
者
と
言

わ
れ
る
西
郷
や
大
久
保
利
通
に
引
け
を

取
ら
な
い
活
躍
を
し
た「
桂
久
武
」を
特

集
し
ま
す
。
西
郷
ら
ほ
ど
有
名
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
彼
ら
の
影
と
な
り
日
な

桂
久
武

維
新
の
影
の
立
役
者

都
城
県
参
事
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維
新
期
に
輝
い
た

都城県庁跡（都城市役所）

　
誕
生
し
た
都
城
県
の
参
事
に
、
当
時

鹿
児
島
藩
政
の
中
枢
で
大
参
事
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
桂
久
武
が
選
ば
れ
ま
し

た
。都
城
県
庁
は
、都
城
島
津
家
領
主
館

敷
地
内（
現：
都

城
市
役
所
）
に

設
置
。
桂
の
宿

舎
だ
っ
た
建
物

は
、現
在
、曽
於

市
に
移
築
さ
れ

現
存
し
て
い
ま

す
。

【
な
ぜ
桂
が
都
城
県
参
事
と
な
っ
た
か
】

　
明
治
２
年
に
行
わ
れ
た
版
籍
奉
還
に

よ
っ
て
、
当
時
の
都
城
領
主
で
あ
っ
た

島
津
久ひ

さ

寛ひ
ろ

は
領
地
を
返
上
。そ
の
後
、政

府
が
地
頭
と
い
う
新
し
い
役
職
に
三
島

通み
ち

庸つ
ね

を
就
任
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
都
城
島
津
家
が
治
め
て
い

た
地
に
、
薩
摩
藩
の
下
級
武
士
だ
っ
た

三
島
が
最
高
責
任
者
と
し
て
赴
任
す
る

事
態
に
、都
城
の
人
々
は
激
し
く
反
発
。

家
臣
団
か
ら
久
寛
の
地
頭
就
任
を
要
望

す
る
嘆
願
書
が
提
出
さ
れ
る
ほ
ど
で
し

た
。

　
ま
た
、政
府
は
、旧
飫
肥
藩
を
含
め
た

都
城
県
を
、
新
政
府
の
県
と
し
て
ど
う

統
治
す
る
か
と
い
う
課
題
に
も
直
面
し

　
明
治
4
年（
１
８
７
１
）11
月
14
日
に

新
た
に
誕
生
し
た
都
城
県
。
そ
の
範
囲

は
、
大
淀
川
以
南
か
ら
大
隅
半
島
ま
で

及
び
ま
し
た
。

　
明
治
政
府
の
改
革
に
基
づ
く
版
籍
奉

還
や
藩
政
改
革
に
よ
っ
て
、
藩
の
解
体

が
進
め
ら
れ
て
い
く
中
、
同
4
年
7
月

14
日
、藩
を
廃
止
す
る「
廃
藩
置
県
」が

行
わ
れ
ま
す
。「
藩
」と
い
う
単
位
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
際
の
行
政
機
能

は
、ほ
と
ん
ど
藩
の
ま
ま
で
し
た
。そ
こ

で
、
政
府
は
同
年
10
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
県
を
統
廃
合
す
る「
改
置
府
県
」を

実
施
。こ
れ
は
、廃
藩
置
県
後
の
9
月
に

具
体
案
が
作
成
さ
れ
、
３
府
３
０
２
県

が
３
府
72
県
に
統
廃
合
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
府
県
は
、
数
カ
月
の
間
に
統

廃
合
を
繰
り
返
し
、日
向
国（
現：
宮
崎

県
）領
域
で
は
、当
初
設
置
さ
れ
た
6
県

か
ら
新
た
に
八
代
県・美
々
津
県・都
城

県
が
置
か
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
都
城
県

が
誕
生
し
た
の
で
す
。

て
い
ま
し
た
。
そ
の
解
決
に
当
た
る
た

め
、
鹿
児
島
藩
の
大
参
事
だ
っ
た
桂
が

赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
桂
の
掲
げ
た
３
箇
条
】

　
赴
任
し
た
桂
は
、
ま
ず
初
め
に
都
城

県
庁
を
定
め
、
県
内
に
次
の
よ
う
な
布

告
を
出
し
ま
し
た
。

一
．朝
旨
を
尊
奉
す
る
こ
と

二
．�学
業
に
勉
励
し
人
材
を
教
育
す
べ

き
こ
と

三
．�民
事
を
勧
興
し
県
内
を
富
ま
す
べ

き
こ
と

　
こ
の
中
で
、
特
に
重
視
し
た
の
が
二

つ
目
の
文
教
政
策
。
学
業
を
奨
励
し
て

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
学
校
建
設
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、明
治
期
の
日

本
を
支
え
た
養
蚕
業
や
茶
の
生
産
、
ハ

ゼ
や
コ
ウ
ゾ
な
ど
の
工
芸
作
物
の
植
え

付
け
も
積
極
的
に
奨
励
し
ま
し
た
。

都
城
県
参
事
「
桂
久
武
」

都
城
県
の
公
文
書
を
収
め

た
「
諸
県
到
来
同
案
文
」

都
城
県
と
桂
久
武
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●都城●都城

●美々津

●宮崎

●志布志

鹿児島●

美々津県

都城県
鹿児島県

●美々津

●宮崎

●志布志

鹿児島●

美々津県

都城県
鹿児島県

宮崎県
●宮崎

●志布志
鹿児島●

鹿児島県 ●都城

宮崎県宮崎県宮崎県
●宮崎●宮崎●宮崎

●志布志●志布志●志布志
鹿児島●鹿児島●鹿児島●

鹿児島県鹿児島県鹿児島県 ●都城●都城●都城

●宮崎

●志布志
鹿児島●

鹿児島県
●都城

●宮崎●宮崎●宮崎

●志布志●志布志●志布志
鹿児島●鹿児島●鹿児島●

鹿児島県鹿児島県鹿児島県
●都城●都城●都城

宮崎県
●宮崎

●志布志
鹿児島●

鹿児島県 ●都城

宮崎県宮崎県宮崎県
●宮崎●宮崎●宮崎

●志布志●志布志●志布志
鹿児島●鹿児島●鹿児島●

鹿児島県鹿児島県鹿児島県 ●都城●都城●都城

●美々津●美々津

●宮崎●宮崎

●志布志●志布志
鹿児島●鹿児島●

美々津県美々津県

都城県都城県鹿児島県鹿児島県
●都城●都城

明治４年
都城県が設置
される

明治５年
3 県の県参事による
県域の管轄替えを行う

明治６年
都城県は分割されて、
宮崎県と鹿児島県に
併合される

明治 9年
宮崎県は鹿児島県に
併合される

明治 16年
現在の行政区となる

行 政 区 域 の 変 遷
●は現在の地名



　
明
治
政
府
は
、「
藩
」
に
変
わ
る
新

た
な
行
政
単
位
と
し
て「
県
」を
置
き
、

行
政
機
構
の
整
備
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
都
城
県
で
は
、
明
治
５
年
、
権ご

ん
の

典て
ん

事じ

以
下
21
人
の
県
官
を
任
命
。「
県
治
条

例
」
に
即
し
て
職
制
を
定
め
、
行
政
機

構
４
課
（
庶
務
・
聴ち

ょ
う

訟し
ょ
う

・
租
税
・
出
納
）

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
は
支
配
の
異
な
っ
た
旧

藩
の
所
領
が
混
在
し
て
い
た
た
め
、
県

民
意
識
の
醸
成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
明
治
５
年
に
赴
任
し
た

桂
は
、
県
庁
の
開
庁
と
併
せ
、
地
域
を

管
轄
す
る
郡ぐ

ん

治ち

所し
ょ

を
９
つ
設
け
、統
治
。

郡
治
所
に
は
、
郡
長
、
副
長
、
里り

正せ
い

、

副
正
な
ど
を
定
め
、
県
民
意
識
を
醸
成

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
版
籍
奉
還
に
よ
っ
て
藩
か
ら

返
還
さ
れ
た
人
々
を
把
握
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
戸
籍
編
成
を
始
め
、
県
内

に
48
の
戸
籍
区
「
大
区
」
を
設
定
。
郡

治
所
の
郡
長
を
大
区
戸
長
、
副
正
や
里

正
を
大
区
副
戸
長
と
改
称
し
ま
し
た
。

桂
は
、
こ
の
よ
う
に
明
治
政
府
の
中
で

模
範
と
な
る
行
政
機
構
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
桂
を
含
む
南
九
州
の
３
県

（
都
城
県
、
鹿
児
島
県
、
美
々
津
県
）

の
県
参
事
が
共
同
で
、
大
胆
な
県
域
の

管
轄
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

模
範
と
な
る

行
政
機
構
の
整
備

大河ドラマ「西郷どん」

桂久武役　井戸田 潤さん
プロフィル
㈱ホリプロ所属。お笑いコンビ「ス
ピードワゴン」のメンバー。バラエ
ティ番組の他ドラマなど多方面で活躍。

都城県にまつわる文章を
つづった「都城県万

よろず

留
どめ

」

桂久武都城県参事

TOPIC

　大河ドラマ出演が決まったとき
に「ドッキリ」だと思いました。撮
影が始まったばかりの頃は、 あま
りの豪華キャスト陣に身がすく
み、緊張しました。
　役柄を知ろうと、鹿児島県立図
書館に行き、原口泉館長に話を聞
きました。 史実でも脇役の人だと
思っていましたが、 元々は西郷を
太陽のように見守り、 大地のよう
に支えた上司であり、晩年は無二
の親友であったことを聞き、 今で
はこのように素晴らしい人物を演
じられることに喜びを感じていま
す。また、桂久武の子孫に当たる人
からは激励の手紙をもらい、感激

男が惚れた、桂久武
したと同時に身の引き締まる思い
でした。
　これから、「西郷どん」も佳境を迎
えます。皆さん、最後まで応援して
ください。
　また、11月23日㈮の島津発祥ま
つりの明道館パレードに、私も参加
します。ぜひ、応援に来てください。

～西郷を太陽のように見守り、大地のように支えた上司～

インタビュー

　　11月21日㈬から25日㈰まで、
都城島津邸本宅で大河ドラマ『西
郷どん』全国巡回展が開催されま
す。ドラマの魅力と各時代を、パネ
ルや映像で紹介するほか、衣装や
小道具などが展示されます。
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鹿児島●

美々津県

都城県
鹿児島県

●美々津

●宮崎

●志布志

鹿児島●

美々津県

都城県
鹿児島県

宮崎県
●宮崎

●志布志
鹿児島●

鹿児島県 ●都城

宮崎県宮崎県宮崎県
●宮崎●宮崎●宮崎

●志布志●志布志●志布志
鹿児島●鹿児島●鹿児島●

鹿児島県鹿児島県鹿児島県 ●都城●都城●都城

●宮崎

●志布志
鹿児島●

鹿児島県
●都城

●宮崎●宮崎●宮崎

●志布志●志布志●志布志
鹿児島●鹿児島●鹿児島●

鹿児島県鹿児島県鹿児島県
●都城●都城●都城

宮崎県
●宮崎

●志布志
鹿児島●

鹿児島県 ●都城

宮崎県宮崎県宮崎県
●宮崎●宮崎●宮崎

●志布志●志布志●志布志
鹿児島●鹿児島●鹿児島●

鹿児島県鹿児島県鹿児島県 ●都城●都城●都城

●美々津●美々津

●宮崎●宮崎

●志布志●志布志

鹿児島●鹿児島●

美々津県美々津県

都城県都城県鹿児島県鹿児島県
●都城●都城

明治４年
都城県が設置
される

明治５年
3 県の県参事による
県域の管轄替えを行う

明治６年
都城県は分割されて、
宮崎県と鹿児島県に
併合される

明治８年
宮崎県は鹿児島県に
併合される

明治 16年
現在の行政区となる

行 政 区 域 の 編 遷

写真提供：NHK



　「
侍
の
世
が
終
わ
る
」。
桂
は
、
歴
史

の
分
岐
点
に
立
っ
た
と
き
、
家
臣
を
今

後
い
か
に
生
か
し
て
い
く
の
か
悩
み
ま

し
た
。
そ
し
て
、導
き
出
し
た
の
が「
刀

を
く
わ
に
持
ち
替
え
て
」
国
を
豊
か
に

す
る
こ
と
で
し
た
。
要
職
を
離
れ
た
桂

は
私
財
を
全
て
投
じ
、霧
島
田
口
（
現：

霧
島
市
桂
）
の
寺
領
5
０
０
石
（
約

37
・
５
㌶
）
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
家

臣
に
開
墾
を
命
じ
ま
す
。
こ
の
と
き
桂

は
、
家
臣
の
将
来
を
考
え
、「
命
令
に

従
わ
な
い
も
の
は
、
自
分
の
家
来
で
は

な
い
」
と
ま
で
言
い
放
ち
、
開
墾
を
強

要
し
ま
し
た
。
幕
府
と
の
対
決
が
目
の

前
に
迫
る
こ
の
時
期
、
家
臣
に
開
墾
を

命
じ
た
桂
は
、
す
で
に
廃
藩
置
県
後
の

先
の
世
を
見
据
え
て
い
た
の
で
す
。

　
賢
君
で
あ

る
島
津
斉な
り
あ
き
ら彬

が
推
進
し
た

「
富
国
強
兵
」。

桂
は
、
こ
の

「
富
国
」
の
礎

と
な
り
、
明

治
期
の
日
本

を
支
え
た
養

蚕
業
を
こ
の

地
で
行
い
ま

し
た
。

　
西
南
戦
争
が
勃
発
し
た
明
治
10
年
、

都
城
は
鹿
児
島
県
の
管
轄
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
桂
は
当
初
、
戦
争
へ
の
参
加

の
意
思
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
西
郷
へ
の
助

け
が
必
要
と
悟
っ
た
桂
は
、
西
郷
軍
に

参
加
し
、
城
山
陥
落
の
9
月
24
日
、
銃

弾
に
倒
れ
ま
し
た
。享
年
48
歳
で
し
た
。

●

●

現在の桂内集落（写真提供：霧島市）

西南戦争錦絵「鹿児島征討全期之内　於城山西郷隆盛以下最後図」
※宮崎県総合博物館の特別展で12月2日㈰まで展示

　
　
　
　
９
月

　
　
　
　
12
月

慶
応
２
年
１
月

慶
応
３
年
１0
月

　
　
　
　
１2
月

慶
応
４
年
１
月

　
　
　
　
３
月

明
治
１
年
４
月

（
１
８
６
８
年
）

明
治
２
年
２
月

　
　
　
　
５
月

　
　
　
　
６
月

明
治
３
年
４
月

　
　
　
　
９
月

明
治
４
年
７
月

　
　
　
　
１2
月

明
治
５
年
６
月

明
治
６
年
１
月

明
治
１0
年
２
月

　
　
　
　
９
月

家
老
職
に
就
任

藩
命
に
よ
り
上
京
　
１2
月
１8
日
伏
見
到
着

薩
長
同
盟
締
結

　�

　
桂
は
、藩
の
寺
院
取
調
係
に
就
任
し
、寺
院
の
統
廃
合
に
着
手
。

廃
止
し
た
寺
院
の
土
地
を
下
級
武
士
に
与
え
、
経
済
的
基
礎
を

安
定
さ
せ
、
出
兵
で
き
る
状
況
を
作
り
ま
し
た
。

　
　15
代
将
軍
徳
川
慶
喜
が
大
政
奉
還

　
　王
政
復
古
の
大
号
令

霧
島
神
宮
下
田
口
に
桂
家
家
臣
に
よ
る
桂
内
開
拓
地
の

建
設
を
着
手

　
　戊
辰
戦
争
始
ま
る
（
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
）

　
　五
箇
条
の
御
誓
文
公
布

　　
　江
戸
無
血
開
城

藩
主
忠
義
の
懇
望
に
よ
り
藩
政
改
革
の
た
め
の
参
政
職
に
就
任

　
　戊
辰
戦
争
終
わ
る

　
　版
籍
奉
還

鹿
児
島
藩
権
大
参
事
に
就
任

大
参
事
に
就
任

　
　廃
藩
置
県

都
城
県
参
事
に
就
任

鹿
児
島
で
明
治
天
皇
に
拝
謁

都
城
県
を
廃
止
し
宮
崎
県
設
置
。
豊
岡
権
県
令
を
辞
退
。

以
後
、
霧
島
田
口
に
あ
る
桂
内
集
落
の
開
拓
に
従
事

西
郷
と
懇
談
し
、
そ
の
ま
ま
西
南
戦
争
に
参
加

西
郷
ら
と
共
に
戦
死
。
嫡
子
も
１7
歳
で
戦
死

●● ●❸ ❷●❹ ❶

桂久武の墓 三県鹿児島・都城・
美々津分界之図

❸
時
代
を
先
取
り
し
た

　開
墾
「
桂か

つ
ら

内う
ち

集
落
」

❹
盟
友
と
最
後
ま
で
共
に

　戦
っ
た「
西
南
戦
争
」

桂久武都城県参事
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歴
史
の
舞
台
裏
に
迫
る

　
文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
の
島
津
久

光
の
率
兵
上
京
を
機
に
、
参
勤
交
代
制

が
緩
和
さ
れ
、
共
に
許
可
さ
れ
た
の
が

「
天
機
伺
」。
幕
末
の
政
治
史
で
一
番
重

要
だ
っ
た
の
が
、天
皇
の
意
向
を
伺
い
、

ど
の
よ
う
に
取
り
入
る
か
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　
歴
史
の
教
科
書
に
必
ず
出
て
く
る
薩

長
同
盟
。
同
盟
を
組
む
長
州
の
た
め
、

天
皇
に
長
州
を
認
め
て
も
ら
う
と
い
う

天
気
伺
を
行
う
こ
と
が
最
も
重
要
で
、

そ
の
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
筆
頭
家
老

の
桂
で
し
た
。
薩
長
同
盟
の
協
議
の
際

に
、
桂
小
五
郎
（
木
戸
孝た

か

允よ
し

）
が
桂
へ

の
土
産
を
西
郷
に
託
し
て
い
ま
す
。
桂

小
五
郎
が
、
贈
り
物
を
い
つ
も
桂
に
届

け
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
桂
が
一
目
置

か
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　
諸
藩
が
京
都
洛
内
に
藩
邸
を
構
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
薩
摩
藩
は
桂
の

采
配
に
よ
り
、
広
大
な
藩
邸
を
建
築
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
岡
崎
（
現
：
京
都

市
左
京
区
）
に
５
万
坪
、小
松
原
（
現：

京
都
市
北
区
）
に
弾
薬
庫
を
備
え
た
藩

邸
を
構
え
、
調
練
場
（
軍
事
訓
練
場
）

と
も
し
ま
し
た
。
京
都
に
広
大
な
藩
邸

を
有
し
た
こ
と
が
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い

を
勝
利
へ
導
く
一
因
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
世
界
文
化
遺
産
に
な
っ
て

い
る
小こ

菅す
げ

ド
ッ
グ
（
小
菅
修
船
場
跡
・

長
崎
県
長
崎
市
）
の
用
地
取
得
も
桂
が

采
配
。
藩
が
外
国
か
ら
買
い
入
れ
た
蒸

気
船
の
補
修
の
た

め
、
小
松
帯た
て

刀わ
き

や

五
代
友と
も
あ
つ厚
が
計
画

立
案
と
実
務
に
当

た
り
ま
し
た
。

●

●

時
代
を
維
新
へ
と

導
い
た
桂
久
武

日
置
領
主
島
津
久
風
の
第
５
子
と
し
て
誕
生

　
　島
津
斉
彬
が
薩
摩
藩
主
に

　
　就
任

　
　ペ
リ
ー
艦
隊
が
浦
賀
沖
に

　
　来
航

桂
久
徴
の
養
子
と
な
る

藩
に
初
出
仕

　
　日
米
修
好
通
商
条
約
締
結

　
　島
津
斉
彬
没

　
　安
政
の
大
獄

　
　桜
田
門
外
の
変

山
崎
地
頭
職
に
就
任

大
島
警
衛
と
鉱
山
方
に
就
任

　
　島
津
久
光
が
率
兵
上
京

　
　寺
田
屋
騒
動

　
　薩
英
戦
争

　
　八
・
一
八
の
政
変

大
島
で
の
任
期
が
終
了
し
、

薩
摩
に
帰
国

　
　禁
門
の
変
・
長
州
出
兵

勘
定
奉
行
に
就
任

大
目
付
に
就
任

御
家
老
職
加
判
役
、
御
用
部
屋
詰
に
就
任

谷
山
地
頭
職
を
兼
務

天
保
１
年
５
月

（
１
８
３
０
年
）

嘉
永
４
年
２
月

（
１
８
５
１
年
）

嘉
永
６
年
６
月

安
政
２
年

（
１
８
５
５
年
）

安
政
４
年

安
政
５
年
６
月

　
　
　
　
７
月

　
　
　
　
９
月

万
延
１
年
３
月

（
１
８
６
０
年
）

万
延
２
年

　
　
　
　
12
月

文
久
２
年
３
月

（
１
８
６
２
年
）

　
　
　
　
４
月

文
久
３
年
７
月

　
　
　
　
８
月

元
治
１
年
６
月

（
１
８
６
４
年
）

　
　
　
　
７
月

　
　
　
　
８
月

　
　
　
　
９
月

　
　
　
　
11
月

慶
応
１
年
６
月

（
１
８
６
５
年
）

現在の寺田屋 ペリー艦隊来航記念碑

❶
薩
長
同
盟
の
行
方
を

　握
っ
た
「
天て

ん

機き

伺
う
か
が
い

」

❷
戊
辰
戦
争
に
向
け
た

　万
全
の
備
え

小菅ドッグ
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　「
侍
の
世
が
終
わ
る
」。
桂
は
、
歴
史

の
分
岐
点
に
立
っ
た
と
き
、
家
臣
を
今

後
い
か
に
生
か
し
て
い
く
の
か
悩
み
ま

し
た
。
そ
し
て
、導
き
出
し
た
の
が「
刀

を
く
わ
に
持
ち
替
え
て
」
国
を
豊
か
に

す
る
こ
と
で
し
た
。
要
職
を
離
れ
た
桂

は
私
財
を
全
て
投
じ
、霧
島
田
口
（
現：

霧
島
市
桂
）
の
寺
領
5
０
０
石
（
約

37
・
５
㌶
）
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
家

臣
に
開
墾
を
命
じ
ま
す
。
こ
の
と
き
桂

は
、
家
臣
の
将
来
を
考
え
、「
命
令
に

従
わ
な
い
も
の
は
、
自
分
の
家
来
で
は

な
い
」
と
ま
で
言
い
放
ち
、
開
墾
を
強

要
し
ま
し
た
。
幕
府
と
の
対
決
が
目
の

前
に
迫
る
こ
の
時
期
、
家
臣
に
開
墾
を

命
じ
た
桂
は
、
す
で
に
廃
藩
置
県
後
の

先
の
世
を
見
据
え
て
い
た
の
で
す
。

　
賢
君
で
あ

る
島
津
斉な
り
あ
き
ら彬

が
推
進
し
た

「
富
国
強
兵
」。

桂
は
、
こ
の

「
富
国
」
の
礎

と
な
り
、
明

治
期
の
日
本

を
支
え
た
養

蚕
業
を
こ
の

地
で
行
い
ま

し
た
。

　
西
南
戦
争
が
勃
発
し
た
明
治
10
年
、

都
城
は
鹿
児
島
県
の
管
轄
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
桂
は
当
初
、
戦
争
へ
の
参
加

の
意
思
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
西
郷
へ
の
助

け
が
必
要
と
悟
っ
た
桂
は
、
西
郷
軍
に

参
加
し
、
城
山
陥
落
の
9
月
24
日
、
銃

弾
に
倒
れ
ま
し
た
。享
年
48
歳
で
し
た
。

●

●

現在の桂内集落（写真提供：霧島市）

西南戦争錦絵「鹿児島征討全期之内　於城山西郷隆盛以下最後図」
※宮崎県総合博物館の特別展で12月2日㈰まで展示

　
　
　
　
９
月

　
　
　
　
12
月

慶
応
２
年
１
月

慶
応
３
年
１0
月

　
　
　
　
１2
月

慶
応
４
年
１
月

　
　
　
　
３
月

明
治
１
年
４
月

（
１
８
６
８
年
）

明
治
２
年
２
月

　
　
　
　
５
月

　
　
　
　
６
月

明
治
３
年
４
月

　
　
　
　
９
月

明
治
４
年
７
月

　
　
　
　
１2
月

明
治
５
年
６
月

明
治
６
年
１
月

明
治
１0
年
２
月

　
　
　
　
９
月

家
老
職
に
就
任

藩
命
に
よ
り
上
京
　
１2
月
１8
日
伏
見
到
着

薩
長
同
盟
締
結

　�

　
桂
は
、藩
の
寺
院
取
調
係
に
就
任
し
、寺
院
の
統
廃
合
に
着
手
。

廃
止
し
た
寺
院
の
土
地
を
下
級
武
士
に
与
え
、
経
済
的
基
礎
を

安
定
さ
せ
、
出
兵
で
き
る
状
況
を
作
り
ま
し
た
。

　
　15
代
将
軍
徳
川
慶
喜
が
大
政
奉
還

　
　王
政
復
古
の
大
号
令

霧
島
神
宮
下
田
口
に
桂
家
家
臣
に
よ
る
桂
内
開
拓
地
の

建
設
を
着
手

　
　戊
辰
戦
争
始
ま
る
（
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
）

　
　五
箇
条
の
御
誓
文
公
布

　　
　江
戸
無
血
開
城

藩
主
忠
義
の
懇
望
に
よ
り
藩
政
改
革
の
た
め
の
参
政
職
に
就
任

　
　戊
辰
戦
争
終
わ
る

　
　版
籍
奉
還

鹿
児
島
藩
権
大
参
事
に
就
任

大
参
事
に
就
任

　
　廃
藩
置
県

都
城
県
参
事
に
就
任

鹿
児
島
で
明
治
天
皇
に
拝
謁

都
城
県
を
廃
止
し
宮
崎
県
設
置
。
豊
岡
権
県
令
を
辞
退
。

以
後
、
霧
島
田
口
に
あ
る
桂
内
集
落
の
開
拓
に
従
事

西
郷
と
懇
談
し
、
そ
の
ま
ま
西
南
戦
争
に
参
加

西
郷
ら
と
共
に
戦
死
。
嫡
子
も
１7
歳
で
戦
死

●● ●❸ ❷●❹ ❶

桂久武の墓 三県鹿児島・都城・
美々津分界之図

❸
時
代
を
先
取
り
し
た

　開
墾
「
桂か

つ
ら

内う
ち

集
落
」

❹
盟
友
と
最
後
ま
で
共
に

　戦
っ
た「
西
南
戦
争
」

桂久武都城県参事
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毎
年
２
月
18
日
は
「
都
城
教
育
の

日
」。
こ
の
日
に
寄
せ
る
思
い
を
児
玉

都
城
市
教
育
長
に
聞
き
ま
し
た
。

　
都
城
教
育
の
日
は
明
治
５
年
2
月
18

日
、
桂
が
都
城
県
参
事
に
着
任
す
る
に

当
た
っ
て
示
し
た
三
つ
の
方
針
の
一
つ

「
学
業
に
勉
励
し
人
材
を
教
育
す
べ
き

こ
と
」
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。
平
成
27

年
度
、
四
つ
の
方
針
を
掲
げ
、
都
城
教

育
の
日
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
都
城
島
津
邸
で
は
、
地
域
の
伝
統
や

歴
史
に
触
れ
な
が
ら
楽
し
く
学
べ
る
島

津
の
教
え
「
郷ご

中じ
ゅ
う

教
育
体
験
講
座
」
を

実
施
。
島
津
発
祥
ま
つ
り
で
は
、
い
ろ

は
歌
か
る
た
大
会
も
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
市
立
図
書
館
に
は
、
世
界
史

や
日
本
史
、
そ
し
て
都
城
史
が
一
堂
に

並
ぶ
書
架
を
設
置
。
都
城
史
は
、
地
域

の
祭
り
や
街
並
み
の
変
遷
、
地
域
の
生な

り

業わ
い

な
ど
、
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自

ら
考
え
制
作
し
て
い
く
「
新
し
い
都
城

史
」
が
並
ぶ
予
定
で
す
。
桂
の
教
え
に

由
来
し
た
「
都
城
教
育
の
日
」
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
改
め
て
四
つ
の
方
針
を

再
確
認
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
を

深
め
る
こ
と
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

都
城
市
教
育
長

児
玉 

晴
男
さ
ん 桂

の
教
え
を
今
に
受
け
継
ぐ

都
城
教
育
の
日

　
島
津
家
中ち

ゅ
う

興こ
う

の
祖
で
、
島
津
義よ

し

弘ひ
ろ

の

祖
父
島
津
忠た

だ

良よ
し

が
作
っ
た
「
日
新
公
い

ろ
は
歌
」
は
、
郷
中
教
育
の
基
本
精
神

と
な
っ
た
も
の
で
、
都
城
島
津
家
所
領

の
本
市
で
も
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
郷
中
教
育
は
、
薩
摩
藩
の
人
材
育
成

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
有
名
で
す
。
青
少

年
を
「
稚ち

児ご

（
６
～
15
歳
）」「
二に

才せ

（
15
～
25
歳
）」
に
分
け
、勉
学
や
武
芸
、

肉
体
的
鍛
錬
を
通
じ
て
先
輩
が
後
輩
を

指
導
し
て
い
た
も
の
。
年
齢
が
異
な
る

若
者
が
集
い
、教
え
合
い
、鍛
え
合
う
、

自
治
的
な
教
育
で
し
た
。

　
安
永
２
年
（
１
７
７
３
）、
斉
彬
の

曽
祖
父
重し

げ

豪ひ
で

が
人
材
育
成
の
核
と
な
る

藩
校
「
造
士
館
」
を
設
立
。
都
城
島
津

家
で
も
同
７
年
に
久ひ

さ

倫と
も

が
稽
古
所
（
後

の
明
道
館
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
桂
は
、
西
郷
を
始
め
と
す
る
優
秀
な

人
材
を
多
く
輩
出
し
た
こ
の
教
育
方
針

を
新
し
い
県
政
で
も
生
か
そ
う
と
、
３

箇
条
の
一
つ
に
盛
り
込
み
、
県
内
に
学

校
を
整
備
し
ま
し
た
。
　

　
皆
さ
ん
は
、
都
城
県
参
事
「
桂
久
武
」

を
ご
存
知
で
し
た
か
。
明
治
初
期
に
都

城
県
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
特
集
で
桂
の
偉
業

や
人
と
な
り
に
触
れ
、
改
め
て
本
市
の

「
都
城
教
育
の
日
」
に
込
め
ら
れ
た
学
び

を
知
り
、
人
を
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ

に
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
常
に
先
を
読
み
、
決
断
し
た
桂
は
、

人
を
愛
し
、
愛
さ
れ
た
人
で
し
た
。
西

郷
や
大
久
保
な
ど
か
ら
敬
愛
さ
れ
、
私

財
を
投
じ
て
家
臣
の
行
く
末
に
責
任
を

持
と
う
と
し
た
桂
は
、
こ
れ
ま
で
歴
史

上
、
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ

の
生
き
様
は
私
た
ち
に
学
び
続
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
今
後
、
市
立
図
書
館
に
陳
列
予
定
の

「
市
民
が
作
る
都
城
史
」。
地
域
で
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
祭
り
や
行
事
、

そ
し
て
発
酵
食
品
や
茶
な
ど
都
城
で
育

ま
れ
て
き
た
生
業
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
や
視
点
で
制
作
さ
れ
ま
す
。

　
新
た
な
都
城
史
か
ら
、
ふ
る
さ
と
の

こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
一
面
を
知

り
、
よ
り
深
く
学
ぶ
機
会
が
生
ま
れ
る

と
思
う
と
、今
か
ら
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

TOPIC

桂久武都城県参事

桂
も
受
け
継
い
だ
教
え

「
郷ご

中じ
ゅ
う

教
育
」

［
編
集
後
記
］

「
学
び
」を
生
か
す
と
い
う
こ
と

⒈  

常
に
学
び
、
都
城
を
担
え
る

　「
人
財
」
を
目
指
す

⒉  

学
び
合
い
、
助
け
合
い
、

　平
和
で
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る

⒊  

家
庭
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、

　自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

　行
動
す
る

⒋  

郷
土
の
歴
史
を
学
ん
で
、

　郷
土
を
愛
し
、
誇
り
を
持
つ

都城教育の日  ４つの方針
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弓
の
名
手
は
「
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
」

忠
義
を
尽
く
し
、

情
に
厚
か
っ
た
桂
久
武

　誰
か
ら
も
慕
わ
れ
た
桂
の
人
柄
に
つ

い
て
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
原
口
泉
館

長
に
聞
き
ま
し
た
。

　島
津
氏
の
分
家
、
日
置
島
津
家
の
出

身
で
あ
る
桂
久
武
。
26
歳
の
時
に
、
同

じ
分
家
で
あ
る
一い

っ

所し
ょ

持も
ち

桂
家
の
養
子
と

な
り
、
そ
の
後
、
薩
摩
藩
で
筆
頭
家
老

を
務
め
ま
す
。
明
治
維
新
後
は
、
鹿
児

島
藩
権
大
参
事
と
な
り
ま
し
た
。
桂
の

長
兄
の
島
津
久ひ

さ

徴な
る

は
島
津
斉
彬
の
主
席

家
老
。
次
兄
の
赤あ

か

山や
ま

靭ゆ
き

負え

は
藩
で
起

こ
っ
た
跡
継
ぎ
争
い
「
お
由ゆ

羅ら

騒
動
」

で
切
腹
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
重
臣
で
し

た
。
さ
ら
に
、
三
兄
の
田た

尻じ
り

務つ
か
さ

は
霧
島

神
宮
で
初
代
宮
司
を
務
め
ま
し
た
。
桂

兄
弟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
輝
か
し
い
経
歴

の
持
ち
主
で
し
た
。

【
桂
の
優
し
く
、
愛
ら
し
い
一
面
も
】

　桂
は
、と
て
も
品
行
方
正
な
人
物
で
、

家
臣
だ
け
で
な
く
誰
か
ら
も
慕
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
桂
が
日
々
の
出
来
事

を
つ
づ
っ
た
「
桂
久
武
日
記
」
で
は
、

よ
く
家
臣
と
共
に
イ
ノ
シ
シ
狩
り
を
楽

し
ん
だ
こ
と
や
、
霧
島
山
麓
で
弓
の
大

会
を
開
催
し
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。桂
が
都
城
県
に
赴
任
し
た
際
、

霧
島
田
口
の
住
民
が
鶏
を
持
参
し
て
祝

う
様
子
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
屋
敷
に
部
下
が
誰
も
来
な

か
っ
た
と
嘆
く
一
文
も
あ
り
、
桂
の
少

し
寂
し
が
り
屋
で
愛
ら
し
い
一
面
が
垣

間
見
ら
れ
ま
す
。

【
霧
島
神
宮
に
奉
納
さ
れ
た
幻
の
強
弓
】

　あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

桂
は
弓
の
名
手
で
し
た
。
昭
和
48
年
発

行
の
「
鹿
児
島
つ
れ
づ
れ
草
」
に
は
、

「
日
本
に
お
い
て
、
戦
争
で
弓
を
使
っ

た
最
後
の
人
」と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
南
戦
争
で
使
用
し
た
弓
は
、
兄
の
田

尻
が
宮
司
を
務
め
た
霧
島
神
宮
に
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
戦
争
で
、
弓

は
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
黒
塗

り
の
強
弓
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
都
城
島

津
家
所
領
で
生
産
さ
れ
た
竹
弓
は
、
藩

内
で
も
名
声
が
高
く
、
現
在
、
そ
の
流

れ
を
く
む
の
が
国
指
定
の
伝
統
的
工
芸

品
「
都
城
大
弓
」
で
す
。
桂
が
使
用
し

て
い
た
弓
も
都
城
で
生
産
さ
れ
た
竹
弓

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

【
有
能
な
政
治
家
】

　残
さ
れ
た
史
料
を
ひ
も
と
く
と
、
桂

が
有
能
な
政
治
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
薩
長
同
盟
で
は
筆
頭
家
老

と
し
て
同
席
。
戊
辰
戦
争
で
は
兵
糧
な

ど
の
物
資
や
武
器
な
ど
を
調
達
し
て
戦

地
に
送
る
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
戊
辰
戦
争
以
前
に
「
侍
の
世
は
終

わ
る
」
と
時
代
の
変
化
を
予
測
し
、
家

臣
に
開
墾
を
さ
せ
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
明
治
政
府
で
要
職
を
歴
任

し
、そ
の
後
、鹿
児
島
に
帰
っ
た
桂
は
、

銅
山
開
発
に
も
私
費
を
投
じ
て
取
り
組

み
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
開
墾
や
銅
山

開
発
な
ど
、
士
族
の
雇
用
の
受
け
皿
を

用
意
し
ま
し
た
。

【
信
頼
を
寄
せ
た
熱
き
盟
友
】

　西
郷
は
桂
を
信
頼
し
心
を
寄
せ
て
い

て
、
奄
美
大
島
に
残
し
た
妻
子
の
世
話

を
頼
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
西
郷
は
、

行
動
を
起
こ
す
際
に
は
、
必
ず
桂
に
相

談
し
て
い
ま
し
た
。
西
郷
が
宛
て
た
書

簡
で
は
、
藩
の
幹
部
の
浮
気
を
愚
痴
る

ほ
ど
信
頼
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
国
の
た
め
忠
義
を
尽
く
し
、
情
に

も
厚
か
っ
た
桂
は
、
共
に
戦
っ
て
き
た

西
郷
が
起
こ
し
た
西
南
戦
争
で
最
後
ま

で
西
郷
を
支
え
ま
し
た
。

原
口 

泉
さ
ん

東
京
大
学
文
学
部
国
史
学
科
、
同
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
２
０
０
１
年
か

ら
志
學
館
大
学
教
授
、
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
。
２
０
１
２
年
に
鹿
児
島
県
立
図

書
館
長
を
兼
務
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
な
ど
の
時
代
考
証
を
担
当
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毎
年
２
月
18
日
は
「
都
城
教
育
の

日
」。
こ
の
日
に
寄
せ
る
思
い
を
児
玉

都
城
市
教
育
長
に
聞
き
ま
し
た
。

　
都
城
教
育
の
日
は
明
治
５
年
2
月
18

日
、
桂
が
都
城
県
参
事
に
着
任
す
る
に

当
た
っ
て
示
し
た
三
つ
の
方
針
の
一
つ

「
学
業
に
勉
励
し
人
材
を
教
育
す
べ
き

こ
と
」
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。
平
成
27

年
度
、
四
つ
の
方
針
を
掲
げ
、
都
城
教

育
の
日
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
都
城
島
津
邸
で
は
、
地
域
の
伝
統
や

歴
史
に
触
れ
な
が
ら
楽
し
く
学
べ
る
島

津
の
教
え
「
郷ご

中じ
ゅ
う

教
育
体
験
講
座
」
を

実
施
。
島
津
発
祥
ま
つ
り
で
は
、
い
ろ

は
歌
か
る
た
大
会
も
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
市
立
図
書
館
に
は
、
世
界
史

や
日
本
史
、
そ
し
て
都
城
史
が
一
堂
に

並
ぶ
書
架
を
設
置
。
都
城
史
は
、
地
域

の
祭
り
や
街
並
み
の
変
遷
、
地
域
の
生な

り

業わ
い

な
ど
、
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自

ら
考
え
制
作
し
て
い
く
「
新
し
い
都
城

史
」
が
並
ぶ
予
定
で
す
。
桂
の
教
え
に

由
来
し
た
「
都
城
教
育
の
日
」
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
改
め
て
四
つ
の
方
針
を

再
確
認
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
を

深
め
る
こ
と
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

都
城
市
教
育
長

児
玉 

晴
男
さ
ん 桂

の
教
え
を
今
に
受
け
継
ぐ

都
城
教
育
の
日

　
島
津
家
中ち

ゅ
う

興こ
う

の
祖
で
、
島
津
義よ

し

弘ひ
ろ

の

祖
父
島
津
忠た

だ

良よ
し

が
作
っ
た
「
日
新
公
い

ろ
は
歌
」
は
、
郷
中
教
育
の
基
本
精
神

と
な
っ
た
も
の
で
、
都
城
島
津
家
所
領

の
本
市
で
も
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
郷
中
教
育
は
、
薩
摩
藩
の
人
材
育
成

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
有
名
で
す
。
青
少

年
を
「
稚ち

児ご

（
６
～
15
歳
）」「
二に

才せ

（
15
～
25
歳
）」
に
分
け
、勉
学
や
武
芸
、

肉
体
的
鍛
錬
を
通
じ
て
先
輩
が
後
輩
を

指
導
し
て
い
た
も
の
。
年
齢
が
異
な
る

若
者
が
集
い
、教
え
合
い
、鍛
え
合
う
、

自
治
的
な
教
育
で
し
た
。

　
安
永
２
年
（
１
７
７
３
）、
斉
彬
の

曽
祖
父
重し

げ

豪ひ
で

が
人
材
育
成
の
核
と
な
る

藩
校
「
造
士
館
」
を
設
立
。
都
城
島
津

家
で
も
同
７
年
に
久ひ

さ

倫と
も

が
稽
古
所
（
後

の
明
道
館
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
桂
は
、
西
郷
を
始
め
と
す
る
優
秀
な

人
材
を
多
く
輩
出
し
た
こ
の
教
育
方
針

を
新
し
い
県
政
で
も
生
か
そ
う
と
、
３

箇
条
の
一
つ
に
盛
り
込
み
、
県
内
に
学

校
を
整
備
し
ま
し
た
。
　

　
皆
さ
ん
は
、
都
城
県
参
事
「
桂
久
武
」

を
ご
存
知
で
し
た
か
。
明
治
初
期
に
都

城
県
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
特
集
で
桂
の
偉
業

や
人
と
な
り
に
触
れ
、
改
め
て
本
市
の

「
都
城
教
育
の
日
」
に
込
め
ら
れ
た
学
び

を
知
り
、
人
を
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ

に
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
常
に
先
を
読
み
、
決
断
し
た
桂
は
、

人
を
愛
し
、
愛
さ
れ
た
人
で
し
た
。
西

郷
や
大
久
保
な
ど
か
ら
敬
愛
さ
れ
、
私

財
を
投
じ
て
家
臣
の
行
く
末
に
責
任
を

持
と
う
と
し
た
桂
は
、
こ
れ
ま
で
歴
史

上
、
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ

の
生
き
様
は
私
た
ち
に
学
び
続
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
今
後
、
市
立
図
書
館
に
陳
列
予
定
の

「
市
民
が
作
る
都
城
史
」。
地
域
で
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
祭
り
や
行
事
、

そ
し
て
発
酵
食
品
や
茶
な
ど
都
城
で
育

ま
れ
て
き
た
生
業
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
や
視
点
で
制
作
さ
れ
ま
す
。

　
新
た
な
都
城
史
か
ら
、
ふ
る
さ
と
の

こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
一
面
を
知

り
、
よ
り
深
く
学
ぶ
機
会
が
生
ま
れ
る

と
思
う
と
、今
か
ら
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

TOPIC

桂久武都城県参事

桂
も
受
け
継
い
だ
教
え

「
郷ご

中じ
ゅ
う

教
育
」

［
編
集
後
記
］

「
学
び
」を
生
か
す
と
い
う
こ
と

⒈  

常
に
学
び
、
都
城
を
担
え
る

　「
人
財
」
を
目
指
す

⒉  

学
び
合
い
、
助
け
合
い
、

　平
和
で
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る

⒊  

家
庭
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、

　自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

　行
動
す
る

⒋  

郷
土
の
歴
史
を
学
ん
で
、

　郷
土
を
愛
し
、
誇
り
を
持
つ

都城教育の日  ４つの方針
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